
F 評価不能 試験未受験等当該科目の成績評価の前提条件を満たしていない。

評価方法 期末試験の点数
出席率X 0.3

（小数点以下切り上げ）

授業中の活動評価点

（5点を基準に加点・減点）

成績評価基準

評価 評価基準 評価内容

S 90～100点

C 60～69点 合格と認められる最低限の成績を表し、到達目標を達している。

D 59点以下
合格点と認められる最低限の成績に達しておらず、到達目標を充足

しておらず単位取得が認められない。

特に優れた成績を表し、到達目標を完全に達成している。

A 80～89点 優れた成績を表し、到達目標をほぼ達成している。

B 70～79点
妥当と認められる成績を表し、不十分な点が認められるも到達目標

をそれなりに成している。

履修上の注意事項等

３. 本授業科目の評価方法・基準

評価前提条件 下記基準に従う。出席は2/3以上が必要となる。1/3以上の欠席の場合、自動的に落第となる。

評価基準
知識（期末試験点）

60％

自己管理力（出席点）

30％

協調性・主体性・表現力（平常点）

10％

出席が2/3以上の場合のみ成績評価を行う。満たない場合は単位不合格になる。

２．本授業科目の概要

到達目標・目的

全体の内容と概要

授業時間外の学修

成績評価教員 山本　樹実加 講義期間 秋期

実務者教員 はい
履修区分

実務者教員特記欄 本授業は、実務経験者による授業科目である。 講義

必修

グローバル化が進む医療を中心とした分野で活躍できるようになる。

医師と患者をつなぐ日中医療通訳資格と医療事務の資格取得を目標とする。

毎回の授業は、臨床病歴、検査や人間ドック報告書などを含む医療知識を講義する、オンライン診

療時の通訳を含む通訳演習を行う。

授業の内容を拭く復習すること。

学校法人ISI学園　専門学校東京ビジネス外語カレッジ

シラバス

１．本授業科目の基本情報

講義名（コード） TCM218 TCM_医療知識応用Ⅱ

対象コース CM2 単位数
8単位120

授業担当者 山本　樹実加 時間数

科目名（コード） TCM218 TCM_医療知識応用Ⅱ

対象学科 国際コミュニケーション学科 配当学年 ２年生



参考文献・資料等

備考

15 追試・フィードバック Feedback

５．本授業科目の教科書・参考文献・資料等

教科書

担当講師が適宜用意

進度は変更になることがあります。　木曜日３，４限、　金曜日３，４限

・本講師は、通訳分野で活躍し、企業・公的機関や大学等の高等教育機関にて、指導を歴任してい

る。また出版関係でも活躍し、本校での実務者教員である。

13

14 期末試験 学期試験

11

12

期末試験前の復習

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

京都医療センターホームページなど

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

慶応大学病院　医療・健康情報サイトなど

甲状腺疾患；貧血

腎·尿路疾患；感染症

9

10

7

8

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

慶応大学病院　医療・健康情報サイト

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

慶応大学病院　医療・健康情報サイト

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

日本呼吸器学会ホームページなど

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

国立研究開発法人国立がん研究センターホームページなど

呼吸器疾患

脳腫瘍；脳血管障害

循環器疾患

代謝·リウマチ性疾患

5

6

3

4

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

国立研究開発法人国立がん研究センターホームページ

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

国立がん研究センター東病院 ホームページ

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

国立研究開発法人国立がん研究センターホームページ

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

国立研究開発法人国立がん研究センターホームページ

肝臓癌、肝硬変の基礎知識

膵臓癌、胆道癌の基礎知識

乳癌；卵巣癌；子宮頸がんの基礎

知識

肺癌の基礎知識

1

2

４．本授業科目の授業計画

回 到達目標 授業内容

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

国立研究開発法人国立がん研究センターホームページ

（木曜日）知識　；（金曜日）翻訳・通訳演習

国立研究開発法人国立がん研究センターホームページ

がんについての基礎知識

胃癌・大腸癌の基礎知識


